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研究成果の概要（和文）：本研究課題は，ユーザの属性や嗜好を推定することで，価値観を共有可能なユーザを
発見し，個々のユーザにとって真に有用なレビュー情報を推薦することを目指したものである．複数評価軸に対
する評価値自動付与方式の開発では，複数の評価軸に対する評価値を推定し，各アイテムの特徴を容易に把握可
能とする手法の開発に取り組んだ．口コミ情報分析に基づく類似ユーザ判定手法の開発では，過去に投稿した情
報からユーザの属性や嗜好を推定し，類似ユーザを判定する手法の開発に取り組んだ．これらを組み合わせ，観
点別評価を用いた口コミ情報推薦システムの開発では，閲覧者にとって真に有用な情報を提供する手法の開発に
取り組んだ．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop a recommender system for cosmetic 
items and reviews to help consumers. In order to realize such recommender system, we developed a 
method for automatic scoring of various aspects of cosmetic items based on evaluation expression 
dictionary. Then, we studied a method to find similar users based on their preferences against 
cosmetic item clusters. Our system recommends cosmetic items which is evaluated high score by the 
similar user.  In order to find the similar user, our system calculates the user similarity based on
 the evaluation for each aspect by users. Moreover, we studied a method to recommend truly useful 
reviews for each target user using scores of various aspects of cosmetic items.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において，複数評価軸に対する評価値自動付与方式の実現により，自然言語による口コミ情報の中から，
複数の評価軸に対する評価値を推定することにより，個人による評価のブレを排除し，アイテムに対する価値の
全体像を把握することが可能となる．また，口コミ情報分析に基づく類似ユーザ判定手法の実現により，膨大な
量の口コミ情報から，価値観の共有可能なユーザによって投稿された，閲覧者にとって真に有用となる口コミ情
報を効率的に入手することが可能となる．本研究では，個人の意思決定に大きな影響を与えている口コミ情報を
個人の価値観に沿って提供可能な仕組みを実現しており，社会的な意義は大きい．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
スマートフォンの普及やデータ通信の高速化により，SNS や E コマースが浸透してきた．
平成 26 年版情報通信白書(総務省)にょると，20.8%の人が「影響を受けやすい SNS がある」
と回答している．特に，10代では女性の 49.4%，男性の 33.7%と高い値を示していることから，
若年層を中心に口コミ情報の利用が浸透していることがわかる．また，商品購入時に参考とす
る情報・広告として，口コミ情報がテレビ CMと同様に 4割を超えており，口コミ情報が商品
購入時などの意思決定に大きな影響を与えていることがわかる．このことから，マーケティン
グへの応用などを目的として，口コミ情報の解析技術が注目されている． 
 
２．研究の目的 
近年，Web上に膨大な口コミ情報が存在しており，商品の購入時や，レストランやホテルの
決定時など，個人の意思決定に大きな影響を与えている．しかし，これらの口コミ情報は，様々
な立場のユーザが個人の主観に基づいて投稿しているため，他のユーザにとって適切な口コミ
情報が提供されているとは限らない．例えば，「コストパフォーマンス」という表現は，個々の
ユーザの属性によって異なることが考えられる．また，「香りがきつい」という表現は，ユーザ
の嗜好によって異なる．本研究では，ユーザの属性や嗜好を推定することで，価値観を共有可
能なユーザを発見し，個々のユーザにとって真に有用な口コミ情報の推薦が可能な手法の実現
を目指す． 
 
３．研究の方法 
我々は，現状の口コミ情報サイトを利用する上で，以下のような問題点があると考えている． 
 自然言語による記述であるため，大量の口コミ情報の全体像を把握するのが難しい． 
 口コミ投稿者が正直であったとしても，投稿された口コミ情報は絶対的真実ではない 
あるアイテムに対して大量の口コミ情報が存在したとしても，その全体像を把握することが簡
単ではない．また，アイテムに対する総合評価として点数をつけさせて，その平均点で評価し
ている例もあるが，各アイテムには様々な評価尺度があり，単なる総合評価の平均値だけでは，
全体像を把握することはできない． 
さらに，口コミ情報は，投稿者の性別や年齢，居住地域等のデモグラフィック情報や，性格
や嗜好によって大きく異なることがわかる．したがって，投稿者にとって「十分高い品質」だ
としても，すべての読み手にとって「十分高い品質」であるとは限らない．読み手にとって価
値の高い口コミ情報を見つけるためには，何らかの方法で読み手と価値観の類似した書き手を
特定する必要がある． 
そこで，本研究では，以下の 3項目について研究開発を行う． 
(1) 複数評価軸に対する評価値自動付与方式の開発を行う．本項目では，口コミ情報の分析
を行い，口コミ情報に含まれる各アイテムに対する特徴的な表現を抽出し，各アイテム
の複数の評価軸に対する評価値を推定する．複数の評価軸に対する評価値を推定するこ
とで，閲覧者が容易に対象アイテムに対する評価の全体像を把握することが可能な手法
の開発を行う． 

(2) 口コミ情報分析に基づく類似ユーザ判定手法の開発を行う．本項目では，口コミ情報は
投稿者の相対的価値であることを踏まえ，口コミ投稿サイトに記載されているプロフィ
ール情報だけでなく，投稿された口コミ情報を分析することで，閲覧者にとって特徴や
嗜好が類似する投稿者を判定し，真に有用な口コミ情報を特定する手法の開発を行う． 

(3) 上記 2つの機能を備えた口コミ情報推薦システムの構築を目指す．Web上に存在する膨
大な口コミ情報の中から，自分の価値観にあう口コミ情報を効率的にフィルタリングし，
その全体像を容易に把握できるような形で提示することが可能な口コミ情報を提供で
きる仕組みの実現を目指す． 

 
４．研究成果 
 本研究課題では，化粧品は，直接肌に触れることから，きめ細やかな口コミ情報の分析が必
要と考え，化粧品の口コミ情報の推薦を対象としている．そこで，株式会社アイスタイルより
提供を受けたコスメアイテムに関する口コミ情報を用いて，以下の項目に関して研究開発を行
った． 

(1) 複数評価軸に対する評価値自動付与方式の開発では，アイテムの複数の評価軸に対する
評価値を推定し，各アイテムの特徴を容易に把握可能とする手法の開発を目的としてい
る．そこで，まず，特定アイテムに対して人手により評価方言辞書の構築し，複数評価
軸に対する評価値自動付与方式の研究開発を行った．第一段階として「化粧水」に対す
る評価表現辞書を人手により構築し，被験者を用いた予備実験を行ったところ，想定し
ていたフレーズ単位での評価表現辞書では網羅率が低く，評価値の自動付与が困難であ
ったため，キーワードの共起に基づく辞書とした(図 1)．構築した辞書により，人手によ
るスコアリングを正解データとし，ベイジアンフィルタによる得点付け手法と比較した
ところ，提案手法による得点付けの平均絶対誤差が 1.76となり，提案手法の妥当性を確
認することができた． 



 次に，人手により構築した「化粧品」に関する評価表現辞書をもとに，他のアイテム
に対する評価表現辞書を拡張するための手法を検討し，評価表現辞書の自動構築につい
て研究開発を行った．各アイテムの特徴を表す語を分析したところ，例えば「落ちやす
い」という表現がクレンジングや洗顔料など「落とすこと」を目的としたアイテムの場
合，高い評価につながり，口紅やリップ，チーク等「色味を与えること」を目的とした
アイテムの場合，低い評価につながるなど，アイテムの使用目的により，同一表現でも
評価が異なることがわかった．以上のことから，図 3 のように共有可能な評価表現を明
らかにし，効率的な評価表現辞書の構築を行う手法を明らかにした．  
 

(2) 口コミ情報分析に基づく
類似ユーザ判定手法の開
発では，価値観の共有可能
な投稿者を見つけるため，
類似ユーザの判定手法の
開発に取り組んだ．一般的
には，同一アイテムに対す
る評価値の付与傾向が類
似しているユーザを「類似
ユーザ」と判定するが，コ
スメアイテムは多岐にわ
たるため，過去に同一アイ
テムに対して評価を行っ
たユーザのみから類似ユ
ーザを推定することは困
難であった．そこで，類似
するアイテムを「同一アイ
テム群」として扱い，類似
ユーザを推定する手法と
した(図 4)． 
 一般的に，アイテム数 m，ユーザ数 nの関係を表現する場合，m×n次元の評価値行

図 1：キーワードの共起に基づく 

評価表現辞書 

図 2：自動スコアリング方式による 

評価値算出 

図 3：各アイテム分類に対する共有可能な評価表現例 

図 4：同一アイテム群を用いた類似ユーザ判定 

図 5：類似度判定に用いる評価値行列 



列となるが，本手法では，各アイテムが 10軸の評価項目に対する評価値を持つため，m
×10×n次元の評価値行列となる(図 5)． 
 なお，同一アイテム群を構成する際，各アイテムに対して投稿されたすべての口コミ
情報に関して複数評価軸に対する評価値を算出し，その平均値を各アイテムの特徴ベク
トルとした．特徴ベクトルの類似度から同一アイテム群を構成した． 
 

(3) 観点別評価を用いた口コミ情報推薦システムの開発では，類似ユーザ判定のためのユー
ザプロファイル抽出手法について検討を行い，複数評価軸に対する評価値自動スコアリ
ングシステムを試験的に構築した(図 6)．本システムにより取得した複数評価軸に対する
評価値を用いて，価値観の共有可能なユーザか否かを判定するとともに，コスメアイテ
ムをクラスタリングする際にも活用した． 
 また，口コミ情報を投稿時に，効率的にそのアイテムの主要な効果を示す「効果タグ」
を付与することを実現するため，記載した口コミ文に対して評価項目別スコアを自動的
に算出し，スコアが十分に高
いと判断した評価項目を効
果タグとして推薦する手法
を構築した．手動で付与した
効果タグを正解データとし
て評価した結果，ポジティブ
な効果に関して約 74％の精
度で効果タグを推薦するこ
とができた．しかし，ネガテ
ィブな表現に関しては，評価
表現辞書への登録が不足し
ていることから，約 11%と低
い精度となった． 

  
本研究で得た知見をもとに，本研究期間終了後，精度の良い評価表現辞書を自動的に構築す
る手法の研究に取り組み，様々なアイテムに対して，ユーザが価値観共有なユーザを発見し，
個々のユーザにとって真に有用なレビューを推薦する仕組みの実現を目指す． 
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